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平成３０年１１月１０日 

 

福生市議会 

議長  杉山 行男 様 

建設環境委員会 

委員長  武藤 政義 

 

 

平成３０年度福生市議会建設環境委員会視察報告書 

 

本委員会は、平成３０年度委員会行政視察を次のとおり実施しましたので、報告い

たします。 

 

１ 視察日程 

平成３０年１０月１６日(火)～１７日(水) 

 

２ 視察先及び目的 

(１) 富山県富山市 

富山市空き家等対策計画及び富山市空き家情報バンクについて 

 

(２) 石川県金沢市 

金沢市まちなか自転車利用環境向上計画について 

 

３ 視察参加者 

委員長   武藤 政義 

副委員長  大野 聰 

委員     青木 健 

委員     末次 和夫 

委員     田村 昌巳 

委員     田村 正秋 

随行     大内 博之（事務局） 
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富山県富山市 視察   【１０月１６日(火)】 

 

１ 市の概要(平成３０年４月現在) 

  (１)面積  1241.77㎢ 

  (２)人口  417,570人 

  (３)世帯数 177,460世帯 

  (４)概要 

富山県の県庁所在地で、同県の中央部から南東部に位置する。2005 年（平成 17

年）4 月 1 日、富山市（旧市）、上新川郡大沢野町、大山町、婦負郡八尾町、婦中町、

山田村、細入村の 7市町村による新設合併によって現在の富山市が発足した。 

この合併により、全国の都道府県庁所在地の中では 2番目に広い総面積を持つよ

うになった（全国の市では 11 位）。また、富山県の 29.24%の面積を占め、一つの市町

村が県に占める面積の割合としては全国一である。市域は富山県域に対して南北に

わたっており、日本海と南側の県境いずれにも接している。広い総面積に対し、可住

地面積比率は 38.2%で、市域の約 6 割が林野地となっている。また、市街化区域面積

比率は 5.8%であり、環境モデル都市の選定を受けてコンパクトシティを目指した都市

計画を進めている。また、環境未来都市、国際会議観光都市、国連エネルギー効率

改善都市、レジデント・シティに選定されている。市内の多くは立山黒部ジオパークに、

南東部は中部山岳国立公園に指定されている。同市は 2011年よりインドネシア・バリ

島で小水力発電施設の設置事業を推進するなど、国際的な環境事業に力を入れて

おり、2017 年 2 月 2 日には日本の中核都市としては初めて国際協力機 JICA と人材

交流や技術協力などの協定を結んでいる。同市は県のプライメイトシティとして機能し

ている。 

合併により、「越中富山の薬売り」で知られる富山城の城下町として栄えた地域

（「薬都」と呼ばれることも）、浄土真宗の古刹聞名寺の門前町として発展した地域、

立山信仰の登山者たちの宿場町として人々が行きかった地域など、多様な地域が包

含された。ライフラインの本社や支店が置かれ、商業・工業面において富山県の中心

のみならず北陸地方の拠点都市としての機能も担っている。地形も変化に富み、水

深約 3,000m の富山深海長谷から標高 2,986 m の水晶岳までさまざまな動植物が生

息し、ホタルイカや雷鳥などが観光資源化されている。ホタルイカが水揚げされる富

山市から魚津市にかけての富山湾沿岸は、特別天然記念物に指定されている。 

 

２ 視察概要 

＜視察地選定の理由＞ 

 急激に進む人口減少により、全国的な問題として空き家対策が求められている。福

生市においては、まだ大きな問題とは思われていないが、何年か先には必ず問題視
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する声が上がってくる。地方においては、すでに色々な取り組みがなされており、富山

市においては先進的な事業を行っており、一定の成果をあげているとのことであるの

で、参考になると判断して視察地に選定した。 

 

＜調査事項＞ 

１ 富山市の空き家の現状について 

（１） 空き家発生のメカニズムについて 

（２） 統計資料から見た空き家について 

（３） 富山市空家基礎調査について 

２ 富山市の空き家対策の取り組みについて 

（１） 富山市空家等対策計画について 

（２） 利活用モデル事業について 

 

１ 富山市の空き家の現状について 

（１） 空き家発生のメカニズムについて 

 現在は親子世帯が同居することが減っており、子が結婚を機に新築する。その後、

親が高齢化により死去すると、親の家が空き家になるというケースが多い。 

（２） 統計資料から見た空き家について 

2008 年から 2013 年にかけては空き家数が減少し、空き家率も低下している。 

（３）富山市空家基礎調査について 

平成２７年に実施した本調査では、維持管理の現状、利活用の意向、空き家の取

得状況など、多岐にわたって調査している。内容については説明の際にいただいた

資料、または富山市ホームページを参照ください。 

２ 富山市の空き家対策の取り組みについて 

（１） 富山市空家等対策計画について 

① 空き家に関する実態把握 

② 空き家化予防 

③ 空き家の適正な維持管理の促進 

④ 空き家の利活用の促進 

⑤ 問題のある空き家への対応 

⑥ 空き家に関する相談体制の整備 

（２） 利活用モデル事業について 

 空き家の資源化を目指す。壊さない空き家の減らし方ということで、空き家を資源と

して活用する。 
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富山市議会事務局の福原課長

さまより歓迎のご挨拶をいただ

きました。 

調査事項については活力都市

創造部居住対策課の髙木主幹

さま(左)より説明していただきま

した。 

今回の行政視察でいただいた

主な資料。右側水色のものが

パンフレットで、裏面に各業者

の連絡先が記載されている。 

終了後は全員で記念写真を。 



5 

 

石川県金沢市 視察   【１０月１７日(水)】 

 

１ 市の概要(平成３０年４月現在) 

  (１)面積  468.64㎢ 

  (２)人口  464,427人 

  (３)世帯数 202,637世帯 

  (４)概要 

江戸時代には、江戸幕府（約 800万石と言われる）を除いて、大名中最大の 102万

5 千石の石高を領した加賀藩の城下町として栄え、人口規模では江戸・大坂・京の三

都に次ぎ、名古屋と並ぶ大都市であった。第二次世界大戦中にアメリカ軍からの空

襲を受けなかったことから市街地に歴史的風情が今なお残っている。空襲の被害者

やその遺族が少ない地域という理由から、終戦間もない頃には国際交流を目的とし

て来日するアメリカ市民の滞在先としても選ばれた。また、長年の都市文化に裏打ち

された数々の伝統工芸、日本三名園の一つとして知られる兼六園、加賀藩の藩祖・

前田利家の金沢入城に因んだ百万石まつり、さらに庶民文化（加賀宝生や郷土料理

の治部煮等）などにより、観光都市として知られる。2009 年にはユネスコの創造都市

に認定された。国内では神戸市、名古屋市に続く 3番目、クラフト&フォークアート部門

ではアジア初。また、北陸地方を管轄する国の出先機関や大企業の「北陸支社」「北

陸支店」が置かれる場合が多く、政治・金融において北陸地方の中心的な都市として

の機能も担っている。 

 

２ 視察概要 

＜視察地選定の理由＞ 

 福生市では平成２３年よりサイクルシェアリング事業を行っている。電動アシスト付

自転車を市民が利用することで環境に配慮するという実証実験であるが、この事業を

推進する意味でも、自転車利用環境向上で成果をあげている金沢市を視察すること

は参考になると判断して視察地に選定した。 

 

＜調査事項＞ 

１ 金沢市まちなか自転車利用環境向上計画について 

平成２３年３月に「金沢市まちなか自転車利用環境向上計画」を策定し、”はしる・と

める・つかう・まもる”の４つの基本方針に基づき、各種施策を実施しています。平成２

７年度、計画期間の中間年を迎えるにあたり、現状や課題の整理、これまでの取り組

みの検証、計画を時点修正し、中間見直しを実施しました。見直しの内容について金

沢市ホームページを参照ください。 
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市内でも特に自転車利用ニーズが高く、解決すべき問題の多い中心市街地（まちな

か）を対象に、「自転車を安全・快適に利用できるまち・金沢」の実現を目指します。 

 

自転車通行空間の安全性向上（はしる） 

…道路幅員や交通量等、状況に応じた自転車通行空間・通行位置の標示をします 

便利で使いやすい駐輪環境の創出（とめる） 

…歩道等を活用した駐輪スペースの整備や分かりやすい案内標示をします 

公共交通としての自転車利用促進（つかう） 

…公共レンタサイクル「まちのり」の導入や分かりやすいマップを作成します 

自転車利用者へのルール遵守・マナーアップ（まもる） 

…子どもから大人までの自転車利用者（特に高校生）や自動車ドライバーに対して多

様な方法にて自転車ルール・マナーを啓発します 

を図るため、自転車利用環境向上に向けた方針やそれらに基づく具体的施策などを

整理し、平成 23 年 3 月に「金沢市まちなか自転車利用環境向上計画」を策定しまし

た。 

 

自転車利用状況 

◆自転車分担率は減少傾向にあり、通勤・通学時の自転車分担率（H12 国勢調査）

は全国県庁所在都市平均に比べてやや低い。 

◆自転車交通量は、全体的に休日よりも平日の方が多い。また、まちなかでは、幹線 

道路やそれに並行する裏道で多くなっている。 

◆自転車関連事故は、出会い頭事故が多く、特に幹線道路で多発している。 

◆まちなかの主な市営駐輪場の平成 20 年度平均稼働率は 75％であり、100％を

超える駐輪場がある一方、稼働率の低い駐輪場も存在。 

◆放置自転車は、自転車放置禁止区域内では金沢駅周辺で多く、禁止区域以外で

は、武蔵・近江町市場周辺での放置が目立つ。 

◆既存レンタサイクル（JR、北鉄）は、主に観光客を対象としており、休日の利用者 

が多く、自転車が不足する状況にある。 
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金沢市役所。 

金沢市議会事務局小村課長さ

まをはじめ、金沢市の皆様に

対応していただきました。 

歩ける環境推進課の宮田課長

補佐さまに公共レンタサイクル

の説明をしていただきました。 

観光からランチやショッピング

まで、自転車で走れば新しい発

見があるかも。 
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所感 

 

富山県富山市 

富山市空き家等対策計画及び富山市空き家情報バンクについて 

 

 視察地選定の理由でも述べているように、人口減少が進む中、空き家の問題は必

ず福生市でも対策が必要になってくる。そういった意味では、地方都市として先進的

に取り組んでいる富山市は、正に見習う必要があると感じました。富山市空家基礎調

査では空き家に関するありとあらゆることを調べ上げており、計画のすべてが要因に

基づいていることはただ関心するばかり。今後大きくなっていくことが予想される問題

だからこそ、議会から市政に提言、要望していくことが求められていると感じました。 

 

 

石川県金沢市 

金沢市まちなか自転車利用環境向上計画について 

 

この計画でどの程度まちの雰囲気が変わっているのか興味を持って視察に臨みま

したが、私の予測をはるかに超えるものでした。様々な補助金を使って自転車走行空

間をも確保した上で自転車利用を促進し、更には自転車事故も減らしていく。そしてレ

ンタサイクルも用意する。行政が作る計画でこんなにもまちに大きな変化をもたらせる

ことができるのであれば、我々議会としてはもっともっと市民の暮らしに密着した計画

を提言していかなければならないと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

参考： 

富山市ホームページ 

金沢市ホームページ 

Wikipedia 

 

 


